
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～～ グラフでみる決算状況 ～～～ 
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１ 一般会計 歳入歳出決算 

(1) 歳入歳出決算の状況 

ア 予算現額及び歳入歳出決算額の推移 

 

 

 

 

イ 実質収支額及び単年度収支額の推移 

 

＊ 実質収支額＝形式収支額（歳入決算額－歳出決算額）－翌年度へ繰り越すべき財源 

＊ 単年度収支額＝本年度実質収支額－前年度実質収支額 

 

 

18,645

18,504

19,277

19,069

19,817

19,648

19,875

19,745

19,390

19,217

17,000

17,500

18,000

18,500

19,000

19,500

20,000

20,500
億円

25 26 27 28 29 年度

19,675

20,243

20,090

19,564

18,936

予算現額

歳入決算額 歳出決算額

形式収支額
172億円

70

31

75

5

71

△ 4

51

△ 19

63

12

△ 30

0

30

60

90

億円

25 26 27 28 29 年度

実質収支額 単年度収支額

歳入決算額から歳出決算額を差し引いた形式収支額は172億円の黒字 

実質収支額は63億円の黒字、単年度収支額は12億円の黒字 
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(2) 歳入 

ア 歳入決算額 

 
 

イ 財源別歳入決算額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方交付税
928億円

交通安全対策
特別交付金

13億円

地方特例交付金
30億円

地方譲与税
1,237億円

分担金及び負担金
7億円

使用料及び手数料
316億円

国庫支出金
1,279億円

財産収入
75億円

寄附金
2億円

繰入金
283億円

繰越金
129億円

諸収入
228億円

県税
12,980億円

県債
1,877億円

合 計
19,390億円

○主要な科目の増減 

・県税の増は、個人県民税や法人二税、地方消費税が増収となったことなどによる 

  ・県債の減は、土木債の発行が減少したことなどによる 

6,0000 3,000 9,000

年度

29

25

6,000 03,0009,00012,00015,000

27

26

28

歳入決算額

18,645

19,390

19,817

19,875

19,277

30.9%

36.4%

36.1%

31.1%

27.7%

自主財源 依存財源

72.3%

69.1%

63.6%

63.9%

68.9%

億円

その他
県 税

使用料及び手数料

億円
国庫支出金

地方譲与税

地方交付税

その他
県債

3.2ポイント
の増

3.2ポイント
の減



 3 

ウ 県税決算額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（前年度対比） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
○主要な税目の増減 

・個人県民税の増は、均等割及び所得割が、課税人員や１人当たり所得が前年度を上回った

ため増収となったことや、株式等譲渡所得割が、好調な株価の動向を反映して増収となっ

たことなどによる 

・法人二税の増は、29年３月期の上場企業の決算が、製造業・非製造業ともに増益となり、

全体では２年ぶりの増益決算となったことや、中小法人の申告実績が前年度を上回ったこ

となどによる 

・地方消費税の増は、消費の伸びや円安傾向を反映して、国からの払込みが前年度を上回っ

たことによる 
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エ 県税収入の推移 
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 (3) 歳出 

ア 歳出決算額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 歳出決算額の推移 

 
 

 

 

 

 

 

総務費

民生費

土木費

警察費

教育費

公債費

その他

0

5,000

10,000

15,000

20,000

億円

25 26 27 28 29 年度

1,639億円の増

90億円の増

2,194億円の減

3億円の減

○主要な科目の増減 

 ・教育費の減は、県費負担教職員の給与等の負担を政令市へ移譲したことに伴い、教職員

の人件費が減少したことなどによる 

  ・民生費の増は、国民健康保険財政安定化基金積立金が増加したことなどによる 

合 計

19,217億円

総務費

4,477億円

民生費

4,040億円

土木費
989億円

警察費

1,946億円

教育費

3,774億円

公債費

2,865億円

議会費 35億円

県民費 145億円

環境費 103億円

農林水産業費

衛生費 463億円

労働費 70億円

151億円
144億円

災害復旧費
2億円

諸支出金 6億円

商工費



 6 

ウ 性質別歳出決算額の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 性質別歳出決算額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公債費
14.9%

扶助費
2.3%

投資的経費
7.1%

その他の経費
49.0%

人件費
26.7%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

億円

25 26 27 28 29 年度

その他

投資的経費

公債費

扶助費

人件費

19,21718,504 19,069 19,648 19,745 528億円の減

7,295 5,121

人件費

2,174億円の減
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２ 特別会計 歳入歳出決算 

（1）歳入歳出決算の概況 

ア 予算現額及び歳入歳出決算額の推移 

 

 

 

 

 

 

・特別会計は全16会計 

・実質収支はすべて黒字もしくは収支均衡 

10,904

10,824

11,567

11,483

13,283

13,216
12,356

12,258

12,523

12,383

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000
億円

25 26 27 28 29 年度

12,43412,310

13,261

11,540

10,932

予算現額

歳入決算額 歳出決算額
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